
平成２６年７月３０日（水） 第１１９０号 

事故防止対策委員会総会を開催しました 
～工事の安全施工と労働災害の防止を目指して～ 

▲発注者と請負業者、合計約１８０名
が参加しました 

 事務所管内の工事等の施工に伴う事故の発生を防止し、かつ、労働者の衛生環境の向上のた
めの自主的活動を促進し、工事等の円滑な進捗を図るため、平成２６年７月１６日に「平成２６年
度三陸国道事務所事故防止対策委員会総会」を開催しました。 
 総会にあたり今年度の『安全標語』を募集し、応募の中から選定された４名の方々に表彰を行
いました。  
 このあと、宮古労働基準監督署長と宮古警察署交通課長から安全に関する講話をいただき、参
加者は熱心に耳を傾けていました。 
 また、大船渡釜石地区道路照明施設維持工事現場代理人、設楽電気株式会社の三浦武さん
より安全管理の取り組みについてお話いただきました。 
 これらのお話を各工事現場に生かし、無事故無災害での工事完成を目指してまいります。 
 

▲安全標語表彰式 これらの標語の
もと、事故防止に取り組んでいきます  

▲設楽電気（株）の三浦武さんより 
安全管理のお話をいただきました 

 平成２６年度『安全標語』表彰作品および表彰者（順不同・敬称略） 
 
『見逃すな 大きな事故の小さな予兆 未然につぶそう危険の芽』 
                              松尾建設株式会社 田辺 浩二 
『早めに摘み取れ小さな危険、そこから生まれる大きな安全』 
                              南建設株式会社 斎藤 功一 
『いけるだろう 過信や油断が事故のもと』 
                              株式会社ＩＨＩインフラ建設 安住 耕太 
『慣れた作業 緩んだ気持ちに大きなリスク』 
                              りんかい日産建設株式会社 山本 資氏 
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